





































































































一次パレルゴン 接續外部データⅠ 二次パレルゴン 高次の象徴
タイトル（伏生像） 漢書・儒林傳 伏生授經 漢民族文化の傳承・復興








































































































































































































































































































　　 5 －①「江表黄琳」／ 5 －②「休伯之印」／ 5 －③「黄美之氏」／ 5 －④「黄琳美之」



























　　 7 －①「北海孫氏珍藏書畫印」／ 7 －②「北平孫氏」／ 7 －③「承澤」／




























































　 1 宋・趙佶（徽宗）： 1 －①「宣和中祕」
　 2 宋・趙構（高宗）： 2 －①「乾卦の小圓印」／ 2 －②「紹興」
　 3 明・官印： 3 －①「紀察司印」
　 4 明・李廷相： 4 －①「雙檜堂鑑定眞蹟」／ 4 －②「雙檜堂書畫私印」
　 5 明・黄 琳： 5 －①「江表黄琳」／ 5 －②「休伯之印」／ 5 －③「黄美之氏」／ 5 －④
「黄琳美之」／ 5 －⑤「休伯」／ 5 －⑥「琳印」／ 5 －⑦「休伯」／ 5 －⑧「黄
氏淮東書畫圖籍」／ 5 －⑨「美之」
　 6 清・項聖謨： 6 －①「易菴圖書」
　 7 清・孫 承澤： 7 －①「北海孫氏珍藏書畫印」／ 7 －②「北平孫氏」／ 7 －③「承澤」
／ 7 －④「北平孫氏」／ 7 －⑤「孫承澤印」　
　 8 清・梁 清標： 8 －①「河北棠村」／ 8 －②「蕉林鑑定」／ 8 －③「梁清標印」／ 8 －
④「蕉林祕玩」





















































明 1502進士 李廷相 2 印
























































（-1927） 景賢 2 印
清 謝寶樹 1 印
● 宋代 3印の分析
最古の三つの印に着目しよう。 1 －①「宣和中祕」、 2 －①「乾卦の小圓印」、 2 －②「紹
興」である。これらの印が眞正のものであるならば、宋王朝の公庫に收藏されていたことを
示唆する。 1 －①「宣和中祕」は北宋王朝、 2 －①「乾卦の小圓印」、 2 －②「紹興」は南
宋王朝である。92FS に關わる來歴の冒頭にくる黄庭堅の『山谷集』の記事は、圖樣・構圖



































































































































































































































































































































1） 「美は孤ならず：鑑賞者は「伏生授經圖」をいかに樂しんだか : 題跋篇」（『愛知大學文學論叢』第
149輯、愛知大學文學會編 2014、116-137頁）。
2） 「伏生授經圖受容の研究」（『文學論叢』第153輯、愛知大學文學會、2016、1-21頁）。































19） 完顏景賢（1927年沒）については「民國期における完顏景賢の書畫碑帖の收藏について [ 含 景賢所
藏書畫碑帖一覽表 ]」下田 章平（『中國近現代文化研究』（11）、44-83頁（中國近現代文化研究會
2010）が詳しい。






（Freer Gallery of Art）が所藏する明・鄒復雷の「春消息圖」には多くの黃琳の印が捺されている。
フリア・ギャラリーの著録では『黃琳美之』『黃琳私印』『休伯』『黃氏淮東書院圖籍』『江表黃琳』『美
之』『琳印』『黃美之氏』に加え『關內侯印』も黃琳の印としている。
23） 南宋・高宗の書畫收藏竝びにそれに記された鑑藏印については、王耀庭氏の「宋高宗書畫收藏研究」
（國立故宮博物院学術季刊、第二十九巻第一期、國立故宮博物館、2011）が詳しい。
24） 注29以下で指摘するように、日本人の瀧拙庵、伊勢專一郎、望月信成は、この印を徽宗收藏印と見
なしている。
25） 嚴嵩父子の文化面での評價については、大木康氏の「嚴嵩父子とその周邊」（東洋史研究55-4）に詳
しい。そこでは嚴嵩所藏宋版書の行方についての考察もある。
26） 『中國書畫家印鑑款識』上海博物館編　文物出版社1987。
27） 所藏機關など未記載。
28） 注4に同じ。
29） 瀧 拙庵「伏生授經圖に就て」『國華』第49編第11册　1929。
 「圖版解説　伏生授經圖」『美術研究』第100號、東京文化財研究所、1940。
30） 『爽籟館欣賞』著作兼發行 阿部房次郎なるも、解説執筆は伊勢專一郎。大阪・博文堂出版、1929年
以降繼續出版。
パレルゴン操作による鑑賞の樂しみ
― 85 ―
31） 伏生授經圖卷（一館一品・大阪市立美術館）『日本美術工藝』308號　日本美術工芸社、1964。
32） 『中國書畫話』東京・筑摩書房、1965（筑摩叢書 27）。
33） 内藤虎次郎著『支那繪畫史』東京・弘文堂、1938。のち『内藤湖南全集』、ちくま學藝文庫所收。
34） 「パレルゴン」は『繪畫における眞理〈上〉』法政大学出版局1997（叢書・ウニベルシタス）所收。

